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とは，次の 2つの特性を満たす一定なハミング重み w を持つ長
さ nの (0; 1)-sequenceの集まり C のことである．
(i) 任意の符号語 x = (x0; x1; : : : ; xn 1) 2 C と任意の整数













Theorem 3.1（[2]） (n;w; )-OOC の 符 号 語 の 最 大 数 を
(n;w; )で表すとき，
(n;w; )  b 1
w
b n  1
w   1b   b
n  




得られた結果の一部を紹介する．OOC について J :=
J(n; 6; 1) とし， は今回の探索で判定した真の最大符号語
数である．
表 1 (n; 6; 1)-OOCの探索結果
n J  符号語
32 1 0 -
33 1 0 -
34 1 0 -
60 1 1 f0; 1; 25; 28; 38; 42g
また，OOSPC について J 0 を Theorem 3.1 の類似で得られ
る符号語数の上界とし，を今回確認した最大符号語数とする．
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